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CCOONNTTEENNTTSS
☆☆第第1133回回 通通常常総総代代会会 開開催催
☆☆青青年年部部のの活活動動（（食食農農教教育育活活動動））
・・太太陽陽とと緑緑 五五島島ががううままいいのの立立役役者者 中中村村 守守ささんん親親子子
・・五五島島ががううままいい直直送送便便
・・ＡＡココーーププ浦浦桑桑店店だだよよりり
・・女女性性部部共共同同購購入入商商品品料料理理講講習習会会

私たちはTPPに
日本が参加することに断固反対します
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1 農畜産物販売高45億円（27年度末）への挑戦
有利販売やファーマーズマーケット等、農家組合員の生産意欲を掻き立てるような販売戦略
に力を入れ、計画最終年度である平成27年度での、畜産21．5億円、農産園芸23．5億円の販売高
実現を目指します。

2 活力ある社会（人・産業・地域）づくりへの貢献
① 人づくりへの貢献
農業後継者をはじめ組合員、役職員を育て、活力に満ちた組織づくりを進め、地域の人づ
くりに貢献します。
② 産業づくりへの貢献
農業の振興は勿論のこと、地元の加工業者・飲食店等への原材料の供給、食と農に関わる
体験機会の提供による観光業への寄与など、地域社会と連携を深め、産業づくりに貢献します。
③ 地域づくりへの貢献
地域のライフラインとして、また支店・ファーマーズマーケットなど地域のコミュニケー
ションを広げる場としての機能を高め、活力ある地域づくりに貢献します。

3 財務基盤強化策の完遂
組合員の営農とくらしを守るための対策とサービス還元が実施できるよう、その前提として
必要な財務基盤の強化と事業量の拡大に取り組みます。
① 固定比率100％の達成（25年度末で達成！）
② 一層の財務健全化（債権保全の徹底）

第3次中期経営計画（25～27年度）の基本テーマとして掲げた3つの「基本戦略」

22001144..66..2266 於於 カカンンパパーーナナホホテテルル

達達成成！！
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1項事告報

平成25年度事業報告及び剰余金処分案承認の件第1号議案

平成26年度事業計画設定の件第2号議案

固定資産取得・処分の件第3号議案

平成26年度理事及び監事の報酬支給額決定の件第4号議案

平成26年産米麦等のバラ検査及び抽出検査に関する権限委任の件第5号議案

定款の一部変更の件第6号議案

信用事業規程の一部変更の件第7号議案

農業倉庫業務規程の一部変更の件第8号議案

役員選任の件第9号議案

役員退職慰労金支給の件第10号議案

議決帯附

議決別特
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平成25年度貸借対照表、損益計算書及び注記表の内容並びに全国監査機構の監査報告及び監事
の監査報告について

平成25年度の事業報告内容をご説明し、ご承認をお願いいたします。併せて、当期の未処分剰余金について法定事
項の所要の積立その他当組合定款に基づく積立金として処分並びに配当を行い、残余を繰り越すことのご承認をお願
いするものです。

平成26年度の「事業計画」のご承認をお願いするものです。
ただし、年度途中において事業計画の変更が生じた場合でも、軽微な変更でかつ組合員に特別の負担を伴わない限

りにおいては、理事会に一任願います。

管内農業の深耕と魅力ある事業展開を維持するために、自己資本の基準の維持と施設の有効活用を念頭に置きなが
ら、固定資産の取得・改善等についてご承認をお願いするものです。

役員の報酬については、昨年度の支給実績及び事業実績、経済情勢の変化等諸般の事情を踏まえ提案しております。
理事の報酬は総額38，320千円以内とし、各理事の支給額及び支給方法については理事会に一任します。なお、理事

は22名であります。
監事の報酬は総額9，580千円以内とし、各監事の支給額及び支給方法については監事の協議に一任します。なお、

監事は5名であります。

売渡し米麦等の検査に際し発生した刺米等の受領及び処理について、その取扱いに関する一切の権限を組合に委任
することをお願いするものです。

社会的な要請や他業態の動向を踏まえて、反社会的勢力の組合員からの排除を行うため、並びに模範定款例が改正
されたこと、その他必要な整備を行うため所要の変更を行うものです。
ただし、定款変更の認可申請に際し、法令その他行政庁の指示による定款の字句その他の事項についての修正加除

は理事会に一任願います。

当組合にて取扱いを行っている顧客向け国債販売については、ニーズが小さく、現在国債を保有する顧客はいない
状況です。引き続き国債販売を行う場合、規程の整備や職員向け研修の継続実施等、福岡財務支局より相応の管理体
制の強化を求められています。これらを踏まえて、平成26年8月1日に当組合における登録金融機関業務（顧客向け
の国債販売等）を廃止するため所要の整備を行うものです。

平成26年4月1日より消費税率改正に伴い、所要の変更を行うものです。
ただし、定款変更の認可申請に際し、法令その他行政庁の指示による定款の字句その他の事項についての修正加除

は理事会に一任願います。

本総代会の終結をもって理事及び監事全員が任期満了となります。
つきましては、理事22名、監事5名の選任をお願い致します。なお、監事の議案につきましては、監事の過半数の

同意を得ております。

本総代会の終結をもって退任される役員に対し、それぞれ在任中の労に報いるため、退職慰労金を支給することと
いたします。
支給総額は40，804千円（104頁の第10号議案別紙に掲げる役員26名全員を対象として算出した本総代会終結時点に

おける要支給額）以内とし、支給額は役員退職慰労金支給規程により算出し、支給時期・方法は理事会に一任願いま
す。

この総代会において議決された事項で、権利義務に関しない軽微な事項、字句の修正及び行政庁の
指示による修正は理事会に一任願います。

①TPPに関する特別決議
②農協改革に関する特別決議
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五島市立奥浦小学校 サツマイモ定植
当ＪＡ青年部福江支部は6月5日、五島市立奥浦小学校の
児童とかんころ餅用のサツマイモの定植を行いました。全校
児童が参加し、青年部や上級生の指導のもと、低学年の児童
は元気いっぱい作業に熱中していました。
今回植えられたイモは、毎年1月に行われているかんころ
餅づくりで使用される予定となっています。

五島市立山内小学校 田植え
当ＪＡ青年部西部支部は6月20日、五島市立山内小学校の
5・6年生20名と学校近くの田んぼでもち米の田植えを行い
ました。同地区は家で水稲を栽培している児童も多く、慣れ
た手つきで植え付けを行っていました。
参加した青年部員は「少し前までは各家庭で田植えを行っ
ていたが、現在は農業に触れる機会も少ないので楽しんでほ
しい」と語りました。

五島市立富江小学校 田植え
当ＪＡ青年部富江支部は6月22日、五島市立富江小学校の
4～6年生79名と田植えを行いました。この取り組みは総合
的な学習の時間に毎年行われており、地域で農業を営む岩田
弘孝さん（59）の田んぼでもち米を植えました。
初めて田植えを行う4年生を中心に、部員から植え方を教
わった児童らは元気よく田んぼに入り作業を楽しみました。
もち米は収穫後、学校の祭りで餅つきをして地域住民に振る
舞う予定です。

五島市立本山小学校 サツマイモ定植
当ＪＡ青年部本山支部は6月23日、五島市立本山小学校の
2年生22名とサツマイモの定植を行いました。今回の取り組
みは生活科の授業の一環として行われ、高系14号など4種類
のサツマイモが植えられました。
参加した児童全員が植え付け初体験ということで、最初は
戸惑いながらの作業となりましたが、作業が進むにつれ部員
が目を見張るほどの児童も現れました。

五島市立平成小学校 田植え
当ＪＡ青年部西部支部は6月25日、五島市立平成小学校の
全校児童17名ともち米の田植えを行いました。同校では代々
受け継いできた種もみから苗を育て、平成米として10年以上
田植えを行っています。
地域住民や青年部員と協力して学校近くの田んぼで横一列
になって田植えがスタート。ベテランの上級生に指導を受け
ながら、新入生たちは田の感触を楽しんでいました。
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ＪＡごとう青年部各支部では、小学校などと連携した食農教育活動を行っ
ています。6月は特に定植作業などのピークを迎え、児童らは食やそれを支
える農業について理解を深めます。

管管管管管管管管管管管管管内内内内内内内内内内内内内各各各各各各各各各各各各各地地地地地地地地地地地地地ででででででででででででで食食食食食食食食食食食食食農農農農農農農農農農農農農教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育ををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施

五島市立崎山小学校 小麦収穫
当ＪＡ青年部崎山支部は5月30日、五島市立崎山小学校の
5・6年生およそ30名と小麦の収穫を行いました。この取り
組みは毎年行われているもので、収穫された小麦は12月のう
どん作りの材料として使われる予定です。児童らは慣れない
手つきで鎌を使い、おいしいうどんに思いをはせながら作業
を楽しみました。

五島市立川原小学校 サツマイモ定植
当ＪＡ青年部西部支部は5月30日、五島市立川原小学校の
1・2年生合わせて20名と学校近くの畑でサツマイモの定植
を行いました。定植には昔ながらの竹で作った定植器が使わ
れ、畑に3種類の苗を植えていきました。今回植えられたイ
モは同校で行われる祭りで焼き芋にして地域住民にも振る舞
われます。

新上五島町立上郷小学校 田植え
新上五島町立上郷小学校の5年生22名が6月3日、ＪＡ担
当職員や地域の農家とともに田植えを行いました。この取り
組みは毎年総合的な学習の時間に行われているもので、米作
りを通じ、地域の文化や農業の大変さを知る貴重な体験と
なっています。実際に農家から米作りについての話を聞き、
児童らは食と農の大切さを感じたようです。

五島市立三井楽小学校 サツマイモ定植
五島市立三井楽小学校の3年生16名と当ＪＡ三井楽支店職
員がサツマイモの定植を行いました。職員から植え方の説明
を聞いた児童らは元気に学校内の畑に苗を植えていきました。
児童からは「虫がついたときはどうすればいいの？」や「水
はどれくらい与えればいいの？」といった質問があった。今
回のサツマイモは11月に収穫し、1月の調理実習で使われる
予定です。
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恵

ま
れ
、
収
量
・
品
質
と
も
に
上
々
の

出
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
農
家
が

早
朝
か
ら
収
穫
・
選
別
を
行
い
、
鮮

度
を
保
つ
た
め
そ
の
日
の
う
ち
に
京
阪
神
地
方
の

市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。
出
荷
は
八
月
上
旬
ま
で

行
わ
れ
る
予
定

で
、
Ｊ
Ａ
で
は

健
康
志
向
の
高

ま
り
に
合
わ
せ

た
夏
の
重
要
品

目
と
し
て
今
後

も
面
積
の
拡
大

を
図
る
見
込
み

で
す
。

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康とととととととととととととととととととととと美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容にににににににににににににににににににににに注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜菜
－ゴーヤ出荷ピーク－

加工・業務用野菜好調
－加工用キュウリ出荷ピーク－

地地域域のの特特産産品品ににつついいてて学学ぶぶ
－盈進小学校「五島ルビー」収穫体験－

収穫を楽しむ児童

鮮やかな緑色のゴーヤ

キュウリの収穫
（下崎山町）
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当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
普
通
期
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
の
田
植
え
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

同
品
種
は
食
味
が
良
く
、
根
強
い
人
気

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
今
年
産
の
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
は
五
月
二
十
八
日
か
ら
管
内
四
カ

所
の
水
稲
育
苗
施
設
で
播
種
を
開
始
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
良
い
苗
が
で
き
ま

し
た
。

六
月
二
十
日
に
は
管
内
一
の
米
ど
こ

ろ
と
し
て
知
ら
れ
る
岐
宿
町
山
内
地
区

で
も
田
植
え
が
行
わ
れ
、
梅
雨
の
晴
れ

間
に
緑
色
の
苗
が
映
え
て
い
ま
し
た
。

生
産
者
の
一
人
は
「
今
年
の
苗
は
例
年

に
な
く
良
い
出
来
。
除
草
や
水
管
理
に

気
を
付
け
て
、
お
い
し
い
米
を
作
り
た

い
」
と
語
り
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
管
内
の

今
年
産
の
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
の
作
付

面
積
は
十
六
㌶
。

五
十
八
㌧
の
収

穫
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
六
月
に
入
り
、
裸
麦
（
御
島

裸
）・
小
麦
（
チ
ク
ゴ
イ
ズ
ミ
・
ミ
ナ
ミ
ノ

カ
オ
リ
）
の
出
荷
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

管
内
三
カ
所
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ

た
麦
は
乾
燥
さ
れ
、
実
需
者
の
も
と
に
出
荷

さ
れ
ま
す
。
今
年
産
の
麦
は
天
候
も
良
く
、
収
量
・
品
質

と
も
に
上
々
の
出
来
で
す
。
管
内
の
今
年
産
の
麦
の
作
付

面
積
は
、
裸
麦
で
五
三
・
五
㌶
、
小
麦
七
五
・
七
㌶
を
計

画
し
て
お
り
、
収
量
は
裸
麦
一
三
五
・
三
㌧
、
小
麦
一
八

五
・
五
㌧
と
な
る
見
込
み
で
す
。

六
月
十
七
日
に
は
岐
宿
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
裸
麦
の
検

査
が
行
わ
れ
、
検
査
員
の
厳
し
い
目
で
水
分
量
や
異
物
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
検
査
員
の
一
人
は
「
実

需
者
の
求
め
る
麦
を
出
荷
す
る
た
め
、
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
。
今
年
産
の
麦
は
全
体
的
に
品
質
も
良
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
三
井
楽
集
荷
所
で
六
月
二

日
、
契
約
用
青
果
カ
ボ
チ
ャ
の
出
荷

目
揃
会
が
開
か
れ
、
お
よ
そ
二
十
名

の
生
産
者
が
出
荷
基
準
な
ど
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
同
管
内
の

青
果
カ
ボ
チ
ャ
（
こ
ふ
き
）
は
、
六

月
五
日
か
ら
出
荷
が
ス
タ
ー
ト
。
週

二
回
の
集
荷
で
七
月
下
旬
ま
で
に
六

十
六
㌧
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

生
産
者
か
ら
は
「
収
穫
を
行
う
タ
イ

ミ
ン
グ
は
？
」
な
ど
と
い
っ
た
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
会
で
は
次
回
の
抑
制
カ
ボ

チ
ャ
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
に
向

け
た
取
り
組
み
方
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
同
管
内

で
収
穫
さ
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
は
主
に
東
北
地
方
に
出

荷
さ
れ
る
計
画
で
、

今
後
は
水
管
理
に
注

意
し
、
人
気
の
高
い

2
Ｌ
〜
3
Ｌ
を
中
心

に
出
荷
さ
れ
る
予
定

で
す
。

品品質質高高くく、、上上々々のの収収量量
－小麦・裸麦出荷ピーク－

出荷基準の徹底に向けて
－青果カボチャ出荷目揃会－

暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑ささささささささささささささにににににににににににににに負負負負負負負負負負負負負負けけけけけけけけけけけけけけずずずずずずずずずずずずずず 豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊作作作作作作作作作作作作作作願願願願願願願願願願願願願願うううううううううううううう
－普通期「ヒノヒカリ」田植え－

裸
麦
の
検
査
を
す
る
検
査
員

ヒノヒカリの田植え（岐宿町）

職員の説明を聞く生産者
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中
村
さ
ん
親
子
は
現
在
、
二
十
五
㌃
の

畑
で
馬
鈴
薯
、
大
根
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ツ

ワ
、
玉
ね
ぎ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

御
年
九
十
二
歳
！
農
業
が
健
康
の
秘
訣

今
回
取
材
を
行
っ
て
ま
ず
驚
い
た
の
は
、

守
さ
ん
の
年
齢
で
し
た
。
大
正
十
年
生
ま

れ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
質
問
に
も
し
っ

か
り
と
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
と

も
と
定
置
網
漁
船
の
漁
師
だ
っ
た
守
さ
ん
。

海
外
で
戦
争
も
経
験
さ
れ
、
終
戦
後
再
び

漁
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

人
望
も
厚
く
、
町
の
水
族
館
で
館
長
も
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
奥
様
の
文
子
さ

ん
と
義
娘
の
次
江
さ
ん
と
一
緒
に
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

継
続
は
力
な
り

次
江
さ
ん
に
よ
る
と
、
守
さ
ん
は
時
期

に
な
る
と
、
朝
・
昼
ご
飯
に
紫
芋
で
作
っ

た
か
ん
こ
ろ
餅
を
自
分
で
焼
い
て
召
し
上

が
る
そ
う
で
、
何
年
も
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。「
毎
朝
の
体
操
と
か
ん
こ
ろ
餅
を
食

べ
る
こ
と
、
食
べ
過
ぎ
な
い
こ
と
が
健
康

の
秘
訣
か
も
し
れ
な
い
ね
」
と
笑
顔
で
語

る
守
さ
ん
。

最
近
は
畑
を
少
し
ず
つ
息
子
さ
ん
た
ち

に
任
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
取
材
中
も
元
気
に
馬
鈴
薯
の
収

穫
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

で
き
る
う
ち
は
畑
に
出
る

「
体
が
動
く
う
ち
は
畑
に
出
た
い
」
と

語
っ
た
守
さ
ん
。
草
刈
か
ら
耕
耘
機
の
操

作
ま
で
ま
だ
ま
だ
現
役
で
す
。
奥
様
と
は

今
年
で
結
婚
し
て
六
十
六
年
。
守
さ
ん
同

様
文
子
さ
ん
も
大
変
お
元
気
で
、「
大
根

の
周
り
に
は
ニ
ン
ニ
ク
に
切
れ
目
を
入
れ

た
も
の
を
置
い
て
お
く
と
カ
タ
ツ
ム
リ
が

来
な
い
よ
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
楽
し
く
農
業
に
打
ち

込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
、

温
か
い
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康のののののののののののののののののののののののののののののののののの秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣はははははははははははははははははははははははははははははははははは農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ににににににににににににににににににににににににににににににににににあああああああああああああああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
新上五島町曽根郷
なかむら まもる ふみ こ つぎ え

中村 守さん（92） 文子さん（87） 次江さん（52）NO．50
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66月月2211日日㈯㈯ 食食農農教教育育「「田田植植ええ」」をを実実施施ししままししたた！！

当
Ｊ
Ａ
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
は
六
月
二

十
一
日
、
消
費
者
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
も
ち
米

の
田
植
え
体
験
会
を
開
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨

で
足
元
が
ぬ
か
る
む
中
、
お
よ
そ
四
十
名
の
親
子
が

五
島
市
籠
淵
町
の
出
口
勝
博
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
田
植

え
を
楽
し
み
ま
し
た
。参
加
し
た
栗
明
散
さ
ん（
9
）

は
「
裸
足
で
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
泥
が
気
持
ち
よ
か
っ

た
。
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
笑

顔
で
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
田
植
え
終
了
後
に
は
同
直
売
所
で
五
島
産

米
の
お
に
ぎ
り
を
試
食
。
田
植
え
で
お
腹
が
空
い
た

子
供
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
お
に
ぎ
り
を
頬
張
り
ま

し
た
。
直
売
部
の
洗
川
正
明
部
長
は
「
普
段
農
業
に

接
す
る
機
会
の
少
な
い
消
費
者
の
方
々
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
生
産
者
と
消
費
者
の
絆
が
深
ま

れ
ば
」
と
述
べ
ま
し
た
。
直
売
所
で
は
今
回
の
も
ち

米
を
秋
ご
ろ
収
穫
、
店
舗
前
広
場
で
の
餅
つ
き
体
験

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
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・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・・

・

基
礎
的
内
容
か
ら

品
目
ご
と
の
内
容
ま
で

質
問
相
次
ぐ

当
Ｊ
Ａ
農
産
園
芸
部
は
六
月
九
日
、

有
川
支
店
で
栽
培
講
習
会
を
開
き
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
少
子
高

齢
化
や
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の
鳥

獣
被
害
が
深
刻
な
同
町
で
、
農
地
の

再
生
を
図
り
、
高
齢
者
を
中
心
に
農

業
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
参
加
し
た
の
は
支
店
前
で
毎

週
朝
市
を
開
い
て
い
る
有
川
朝
市
研

究
会
の
会
員
お
よ
そ
二
十
名
。
担
当

職
員
や
五
島
振
興
局
職
員
が
講
師
と

な
り
、
肥
料
・
農
薬
の
使
用
方
法
を

中
心
に
、
栽
培
の
コ
ツ
を
会
員
に
指

導
し
ま
し
た
。
ま
た
、
終
了
後
に

は
普
段
の
農
作
業
の
中
で
感
じ
た

問
題
を
担
当
者
に
質
問
。
丁
寧
な

回
答
に
参
加
者
ら
は
頷
き
な
が
ら

メ
モ
を
取
る
な
ど
、
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

担
当
者
は
「
参
加
者
か
ら
の
質

問
も
多
く
、
栽
培
意
欲
の
高
さ
が

伺
え
た
。
今
後
も
講
習
会
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
現
地
で
の
巡
回

指
導
も
計
画
し
て
い
る
。
家
庭
菜

園
か
ら
で
も
良
い
の
で
、
農
業
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し

ま
し
た
。

新
上
五
島
町
青
方
郷
の
小
島
商
店

で
は
、
Ａ
コ
ー
プ
や
産
直
市
場
「
五

島
が
う
ま
い
」
出
荷
向
け
の
も
や
し

や
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
の
水
を
使
っ
た
製
品
に
は

フ
ァ
ン
も
多
く
、
特
に
黒
豆
の
根
切

り
も
や
し
は
人
気
が
あ
り
ま
す
。

店
主
の
小
島
一
雄
さ
ん
は
「
黒
豆

も
や
し
は
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
料
理

と
相
性
抜
群

な
の
で
、
た

く
さ
ん
食
べ

て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し

ま
し
た
。

が作りました!私
新上五島町青方郷

小島商店 小島 一雄さん（54） 恵美子さん（52）

上地区栽培講習会を実施しました！
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当
Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
六

月
七
日
〜
十
五
日
ま
で
、

支
部
ご
と
に
共
同
購
入
商

品
と
地
元
食
材
を
使
っ
た

料
理
講
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
そ
う
め
ん

と
地
元
特
産
の
「
五
島
ル

ビ
ー
」
を
使
っ
た
ト
マ
ト

温
麺
を
は
じ
め
、
デ
ザ
ー

ト
ま
で
計
六
品
を
作
り
ま

し
た
。

日
頃
か
ら
家
庭
の
台
所

を
守
る
主
婦
の
方
々
だ
け

あ
っ
て
、
手
際
よ
く
作
業

が
進
め
ら
れ
、
部
員
同
士

の
会
話
に
も
華
が
咲
き
ま

し
た
。
ま
た
、
新
鮮
な
旬

の
五
島
産
野
菜
を
使
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
ど
の

料
理
も
大
変
お
い
し
く
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
普
段

使
っ
て
い
る
食
材
で
も
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
作
っ
て

い
て
、
お
い
し
か
っ
た
」

と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

女性部 共同購入商品料理講習会
6月7日～6月15日 各支部で開催しました。

女性部の活動

66月月1100日日 三三井井楽楽支支部部

66月月1133日日 富富江江支支部部

66月月1155日日 山山内内支支部部

66月月77日日 大大津津支支部部

66月月1111日日 上上五五島島支支部部

66月月1144日日 崎崎山山支支部部
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編
集
後
記

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）

16時～19時30分
※土日限定バイキング 11時～15時

（通常メニュー）16時～19時30分
料金 大人：1，050円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

す
っ
か
り
春
も
影
を
潜
め
、

一
気
に
夏
本
番
と
い
っ
た
気
温

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
先
月
は

食
農
教
育
活
動
が
多
い
月
で
し

た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
に
農
業
を

楽
し
む
子
供
た
ち
の
姿
は
、
取

材
す
る
私
に
も
元
気
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。

さ
て
、
支
店
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
よ
っ
て
み
ら
ん
か
な
」
も
す

べ
て
の
支
店
・
出
張
所
の
紹
介

が
終
了
し
、
来
月
号
か
ら
は
各

部
・
事
業
所
の
ご
紹
介
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
暑
い
日
が
続
き
ま

す
が
、
熱
中
症
に
負
け
な
い
よ

う
、
旬
の
も
の
を
食
べ
て
、
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

（
紙
漉

諒
）
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